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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズからの光束を撮像ユニットに導く空間を形成する導光部と、
　前記導光部の内部に配置され、前記撮影レンズから前記撮像ユニットまでの撮影光路に
挿入されて前記光束を反射する観察位置と前記撮影光路から退避する撮影位置との間を回
動可能なミラーユニットと、
　前記導光部に形成され、前記ミラーユニットの回動によって移動する空気を前記導光部
から排出する開口部と、
　前記開口部を開閉する蓋部材とを有すること
　を特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記撮影レンズはデジタルカメラ本体に取り外し可能であり、
　前記蓋部材は、前記撮影レンズが前記デジタルカメラ本体に取り付けられると開状態に
なり、前記撮影レンズが前記デジタルカメラから取り外されると閉状態になること
　を特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項３】
　前記蓋部材は、前記ミラーユニットが回動している間は開状態になり、前記ミラーユニ
ットが回動していないときは閉状態になること
　を特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項４】
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　前記蓋部材は、デジタルカメラの電源が入っている状態では開状態になり、前記デジタ
ルカメラの電源が切られた状態では閉状態になること
　を特徴とする請求項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項５】
　前記開口部は、前記導光部の底面に形成されていること
　を特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のデジタルカメラ。
【請求項６】
　前記開口部は、スリット状であること
　を特徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のデジタルカメラ。
【請求項７】
　前記撮像ユニットを振動させる振動手段を更に有すること
　を特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のデジタルカメラ。
【請求項８】
　前記観察位置と前記撮影位置との間を前記ミラーユニットが回動しているとき、前記振
動手段は、前記撮像ユニットを振動させること
　を特徴とする請求項７に記載のデジタルカメラ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミラーボックスの下方にＬＥＤ等の照明手段を設け、ミラーボックス下面に設けた開口
を通して撮像ユニットを照明し、光学フィルタに付着したゴミ（異物）を検出するカメラ
がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３００４４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した特許文献１の構造は、あくまでも撮像ユニットに付着したゴミを検出するもの
で、付着したゴミを除去することはできない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係るデジタルカメラは、撮影レンズからの光束を撮像ユニットに導く空間を形
成する導光部と、導光部の内部に配置され、撮影レンズから撮像ユニットまでの撮影光路
に挿入されて光束を反射する観察位置と撮影光路から退避する撮影位置との間を回動可能
なミラーユニットと、導光部に形成され、ミラーユニットの回動によって移動する空気を
導光部から排出する開口部と、開口部を開閉する蓋部材とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、撮像ユニットへのゴミの付着を効果的に抑制できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１～図７により本発明の一実施の形態を説明する。
　図１は本実施形態における一眼レフタイプのデジタルカメラの正面図、図２はそのＡ－
Ａ線断面図である。カメラボディ１００には、レンズマウント１１の後方に撮影光路を形
成するミラーボックス２０が設けられ、その後方にシャッタ１２が、更にその後方に撮像
ユニット１３が配置される。またミラーボックス２０の上方には、ファインダ光学系６０
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が配置される。
【０００８】
　レンズマウント１１には交換レンズ（撮影レンズ）２００が装着され、交換レンズ２０
０を透過した被写体光束は、レンズマウント１１の開口からミラーボックス２０内に入射
する。ミラーボックス２０内にはミラーユニット３０が配置されている。
【０００９】
　図１５は、本実施形態のデジタルカメラの概略構成を示すブロック図である。
　撮影レンズ２００を通して入力される被写体光束は、後述するようにミラーユニット３
０が観察位置にあるときはミラーユニット３０で反射されてファインダ光学系に入射し、
撮影位置にあるときは、撮像ユニット１３に入射して撮像される。撮像ユニット１３から
出力された画像信号は、一時的に不図示のバッファメモリに格納され、制御回路７１でホ
ワイトバランス処理、色変換処理、階調補正処理などの周知の画像処理が施される。制御
回路７１において処理された画像データは、ＪＰＥＧ方式などの周知の方法で圧縮されて
、カメラ本体に対して着脱自在で、メモリカードスロット７２に挿入されているメモリカ
ード７３に記録される。なお、画像データの記録先は、カメラ本体に対して着脱可能なメ
モリカード７３でもよいし、カメラ本体に内蔵のメモリ７９でもよい。
【００１０】
　操作部７４は、デジタルカメラを操作するための各種操作部材である。レリーズボタン
や後述するゴミ取り操作を指示する操作部材などが含まれる。蓋４１は後述する空気孔を
開閉するための蓋であり、開閉機構７５を介して制御回路７１から開閉が制御される。な
お、蓋４１の開閉は制御回路７１から制御されるだけではなく、撮影レンズ２００の装着
に応じてメカニカルな機構だけで開閉しても構わない。
【００１１】
　撮影レンズ検出部７６は、撮影レンズ２００のカメラ本体からの着脱を検出する。撮影
レンズ検出部７６で検出した撮影レンズ２００の着脱の信号は制御回路７１に送られ、撮
影レンズ２００の着脱に応じてゴミ取り操作を行ってもよい。また電源部７７からは電源
のオン・オフに関する信号が制御回路７１に送られ、電源のオン・オフに応じてゴミ取り
操作を行ってもよい。ミラーユニット３０はミラー駆動回路７８を経由して制御回路７１
から制御され、撮影時のみならずゴミ取り操作を行うときにも駆動される。ゴミ取り操作
に関しては後で詳しく説明する。
【００１２】
　図３，図４はミラーボックス付近の拡大図、図５はミラーボックス２０を上方（ファイ
ンダ側）から見た概略図である。ミラーユニット３０は、メインミラー（ハーフミラー）
およびその支持部材から成るメインミラーユニット３１と、サブミラーおよびその支持部
材から成るサブミラーユニット３２とから構成される。
【００１３】
　メインミラーユニット３１の一端部は、ミラーボックス後部においてカメラ横方向の軸
Ｘ回りに回動可能に支持され、サブミラーユニット３２は、メインミラーユニット３１に
対してカメラ横方向の軸回りに回動可能に支持される。ミラーユニット３０は、制御回路
７１によりミラー駆動回路７８を介して駆動され、図３のように撮影光路内に挿入される
観察位置と、図７のように撮影光路から退避する撮影位置との間で回動可能とされる。図
６はミラー回動途中の状態を示す。
【００１４】
　ミラーボックス２０の下方空間５０には、調光ユニット８０（図７）が設けられるとと
もに、その後方には焦点検出ユニットが、前方にはレンズ駆動機構（いずれも不図示）が
それぞれ配置される。調光ユニット８０は、シャッタ１２の幕面での反射光を受光して光
電変換する素子を含み、その光電変換出力が調光に利用される。
【００１５】
　ミラーボックス２０の底板２１には、ミラーボックス内空間と下方空間５０とをつなぐ
スリット状の空気孔２１ａが穿設されている。空気孔２１ａの作用については後述するが
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、空気孔２１ａは、調光ユニット８０よりもレンズ側、好ましくは観察位置にあるミラー
ユニット３０のレンズ側端部よりも更にレンズ側に設けられている。空気孔２１ａのカメ
ラ前後方向の幅は本実施形態では１～２ｍｍ程度であるが、これより狭くても広くても構
わない。
【００１６】
　上記空気孔２１ａは、蓋部材４１によって開閉可能とされる。蓋部材４１は、基板４２
に支持され、基板４２は前後方向（撮影レンズの光軸方向）に進退可能に支持される。４
３は基板４２をレンズ側に付勢する引張ばねである。基板４２に形成された長孔には、カ
メラボディに突設されたピンが係合し、これにより基板４２の進退が案内される。基板４
２に形成された突起４２ａは、カメラボディ１００を貫通し、図３に示すように交換レン
ズ２００の後部壁面２０１に押されることで基板４２の移動が規制される。この状態では
、蓋部材４１は空気孔２１ａの後方に退避しており、空気孔２１ａは開放されている。
【００１７】
　一方、図４に示すように交換レンズ２００がマウント１１から取り外されると、突起４
２ａの押圧が解除されるので、基板４２はばね４３の付勢力によってマウント１１側に移
動し、これに連動して空気孔２１ａが蓋部材４１により閉塞される。
　なお、図６，図７では蓋部材４１およびその駆動機構（４２，４３）は図示を省略して
いる。また空気孔２１ａは、ミラーユニット３０が回動している間は制御回路７１で制御
される開閉機構７５（図１５）によって蓋部材４１が退避して開放され、ミラーユニット
３０が回動していないときには蓋部材４１によって閉塞されるようにしても構わない。ま
た空気孔２１ａは、デジタルカメラの電源を入れると制御回路７１で制御される開閉機構
７５（図３）によって蓋部材４１が退避して開放され、電源が切られると蓋部材４１によ
って閉塞されるようにしても構わない。
【００１８】
　撮像ユニット１３は、ＣＣＤなどの撮像素子１３ａと、その前面に配置される光学フィ
ルタ（光学ローパスフィルタや赤外カットフィルタなど）１３ｂとを一体化した部組であ
る。シャッタ１２の開口を通過した光束は、光学フィルタ１３ｂを透過して撮像素子１３
ａに受光され、撮像素子１３ａの光電変換出力から画像データが生成され、記録される。
【００１９】
　以上のように構成されたカメラにおいて、非撮影時には、ミラーユニット３０は図３に
示す観察位置にあって撮影光路に挿入されている。このため、ミラーボックス２０内に入
射した被写体光束の一部は、メインミラーユニット３１で上方に反射されてファインダ光
学系６０に入射し、接眼部６１（図２）を介して観察される。また、メインミラーユニッ
ト３１を透過した一部の光束は、サブミラーユニット３２で下方に反射され、下方空間５
０に設けられた不図示の焦点検出ユニットに入射し、焦点検出に寄与する。
【００２０】
　レリーズボタン１（図１）が全押し操作されると、制御回路７１は、ミラー駆動回路７
５を介してミラーユニット３０を図７の撮影位置まで跳ね上げ、撮影光路から退避させる
。次いでシャッタ１２が開かれ、ミラーボックス２０内に入射した被写体光束は、ミラー
ユニット３０に遮られることなくシャッタ開口を通過し、撮像ユニット１３に導かれる。
【００２１】
　ところで、レンズマウント１１に撮影レンズ２００あるいはキャップが装着されていな
いときには、レンズマウント１１を介してミラーボックス２０が外部空間に連通するため
、大気中を浮遊する微細なゴミがレンズマウント１１からミラーボックス２０内に侵入す
ることがある。また、シャッタ１２の駆動などによってカメラ内で発生したゴミも、ミラ
ーボックス２０内を浮遊している。そして、これらのゴミが撮像ユニット１３、特に光学
フィルタ１３ｂの前面に付着すると、これが撮影画像に写り込んで画像の見栄えを低下さ
せるおそれがある。
【００２２】
　ゴミが光学フィルタ１３ａに付着するメカニズムについて説明する。
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　図８～図１０は空気孔２１ａが設けられていない従来カメラを示している。図８のよう
にミラーユニット３０が観察位置にあるとき、ミラーボックス２０内空間は、前後がそれ
ぞれ交換レンズ２００およびシャッタ１２に、上下がそれぞれファインダ光学系６０およ
び底板２１に、左右が側壁２２によって空気的に閉じられている（完全密封されているわ
けではない）。レリーズボタンが操作され、図９のようにミラーユニット３０が跳ね上げ
られることにより、ミラーユニット３０の上方空間が急激に狭まるため、その上方空間の
空気の多くは、ミラーユニット３０の前方、つまりミラーユニット３０と交換レンズ２０
０との間の空間を、比較的急速な流れとなって下降する（矢印Ｃ）。このとき、空気中の
ゴミも空気の流れに乗って同方向に移動する。
【００２３】
　下降した空気は、ミラーボックス２０底板２１にぶつかって方向を変え、シャッタ１２
側に向かう空気の流れが生ずる（矢印Ｄ）。その後、図１０のようにミラーユニット３０
が撮影位置に達し、シャッタ１２が開くと、シャッタ１２側に向かった空気がシャッタ開
口（スリット開口）Ｓを通過して撮像ユニット１３に到達し、空気に運ばれてきたゴミが
光学フィルタ１３ｂの前面に付着する。
【００２４】
　次に、空気孔２１ａによる防塵作用について説明する。
　本実施形態では、ミラーボックス底板２１のうちミラーユニット３０の前方（レンズ側
）に空気孔２１ａが設けられ、レンズ装着時には空気孔２１ａは開放されている。空気孔
２１ａの位置は、図６に示すように、ミラーユニット３０の跳ね上げによって下降してく
る空気の流れのほぼ真下であるから、下降してきた空気の多くはこの空気孔２１ａを通っ
て直進し（矢印Ｆ）、下方空間５０に排出される。これにより、空気に乗ってきた多くの
ゴミも下方空間５０に排出される。したがって、ミラーボックス底板２１上をＤ方向に向
かう空気（ゴミ）は従来と比べて大幅に少なくなり、図７のようにシャッタ走行後に光学
フィルタ１３ｂに付着するゴミの量も少なくなる。
【００２５】
　空気孔２１ａを形成する位置としては、ミラーユニット３０によって発生する空気の流
れを利用してゴミをミラーボックス２０の外に排気し、図９のＤ方向に向かう空気の流れ
を減らせばよいので、次のような位置が考えられる。
　空気孔２１ａをミラーボックス２０の底板２１の、ミラーユニット３０のレンズ側端部
よりもレンズ側の領域にのみ形成する。また、空気孔２１ａの少なくとも一部がミラーユ
ニット３０のレンズ側端部よりもレンズ部分の領域に配置されるように形成しても構わな
い。また、ミラーボックス２０の底板２１または上板の、ミラーユニット３０の回動方向
（図９のＣの方向またはその逆方向）の領域に設けても構わない。また、底板２１でのレ
ンズの光軸に直交する方向（図５において縦方向での位置）での位置は、レンズの光軸に
近い中央部が好ましく、その縦方向（図５における縦方向）の長さはミラーユニット３０
の幅と同じまたはそれよりも小さくすることが好ましいが、ミラーユニット３０の幅より
も大きくしても構わない。また空気孔２１ａは、ミラーボックス２０の、観察位置にある
ミラーユニット３０と撮影レンズの光軸との交点よりも撮影レンズ側の領域に設けても構
わない。
【００２６】
　このように本実施形態では、何ら部材を追加することなく、ミラーボックス２０の一部
に空気孔を開けるという簡単な加工で、撮像ユニット１３へのゴミの付着量を低減するこ
とができる。本発明者らの実験によれば、本実施形態の構造と従来構造（図８～図１０）
とで光学フィルタ１３ｂのゴミの付き具合を比較したところ、カメラボディ１００の撮影
動作を１００００回実施した後のゴミの付着量が、本実施形態では従来の半分近くまで低
減できることが確認された。
【００２７】
　ところで、レンズマウント１１から交換レンズ２００を取り外すと、空気孔２１ａを形
成した部分が外部に露出するが、このとき空気孔２１ａは蓋部材４１によって閉塞される
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ので、下方空間５０に配置された部材が視認されることがなく、見栄えを損なうことがな
い。
【００２８】
　以上は撮影時のミラー駆動に伴うゴミ排出動作について説明したが、撮影時以外のゴミ
排出動作について説明する。
　例えばレンズ交換時には、外部のゴミがミラーボックス２０内に侵入するおそれがある
。レンズ交換後、制御回路７１は、交換レンズ２００が装着されたことを検出してミラー
ユニット３０を観察位置から撮影位置に跳ね上げ、次いで観察位置に戻す。このミラー駆
動は、シャッタ１２を閉じた状態で行う。これにより、ミラーボックス２０に侵入したゴ
ミの多くを空気孔２１ａから下方空間５０に排出することができる。その後、撮影時のミ
ラー駆動によってもゴミ排出がなされるので、光学フィルタ１３ｂへのゴミの付着量をよ
り低減することができる。
【００２９】
　レンズ装着時以外にも、例えばカメラへの電源オン時またはオフ時にゴミ排出のためレ
ンズ交換時と同様ミラー駆動を行うようにしてもよい。あるいは、操作者の特定操作（ゴ
ミ排出操作）に応じてゴミ排出のため同様にミラー駆動を行うようにしてもよい。いずれ
の場合も、ミラー駆動は外部からのゴミの侵入が遮断された状態、つまりレンズマウント
１１に交換レンズ２００あるいはキャップが装着されているときにのみ許容されるように
することが望ましい。また、上記撮影時以外のミラー駆動は、１回でも効果があるが、複
数回繰り返すことでより多くのゴミを排出できる。
【００３０】
　さらに、光学フィルタ１３ｂに付着してしまったゴミを除去する目的でミラー駆動を行
うようにしてもよい。このゴミ除去のためのミラー駆動は、シャッタ１１を開いた状態で
行う。上述とは逆に、ミラーユニット３０が撮影位置から観察位置に下降するときに、ミ
ラーユニット３０の下側の空気がシャッタ開口を通して光学フィルタ１３ｂの前面にぶつ
かり、ゴミを払い落とす役割を果たす。ミラーユニット３０が下降するのでミラーユニッ
ト３０の下方空間が急激に狭まるため、下方空間の空気の多くはミラーユニット３０の下
方の空間を前方に流れ、ミラーユニット前方の空間に移動する。この流れによってゴミが
ミラーユニット前方の空間に運ばれ、次回以降のミラーユニットの動作により、空気孔２
１ａから下方空間５０に排出される。
【００３１】
　また、シャッタ１１が開いた状態で、ミラーユニット３０を撮影位置から観察位置へ回
動し、シャッタ１１を閉じた状態で、ミラーユニット３０を観察位置から撮影位置へ回動
させても構わない。ミラーユニット３０が撮影位置から観察位置へ回動するときは、シャ
ッタ１１が開いているので、ミラーユニット３０の下側の空気がシャッタの開口を通って
光学フィルタ１３ｂの前面にぶつかってゴミを払い落とす。次に、ミラーユニット３０が
観察位置から撮影位置に回動するときには、シャッタ１１が閉じた状態になっており、ミ
ラーボックス２０のゴミを空気孔２１ａから排出する。この動作を少なくとも１回、好ま
しくは複数回行うことによって、光学フィルタ１３ｂに付着したゴミを除去することがで
きる。この場合のミラー駆動も、レンズマウント１１に交換レンズ２００あるいはキャッ
プが装着されているときにのみ許容されるようにすることが望ましい。この操作を電源オ
ン時またはオフ時や、操作者の特定の操作に応じて行ってもよい。また、光学フィルタ１
３ｂにゴミが付着しているかどうかを、撮影画像から判断し、ミラー駆動によってゴミの
除去を行っても構わない。この場合、ゴミの付着を判断しやすいように白い物体を撮影し
てその撮影画像からゴミを判断してもよい。また、ゴミが付着しているかどうかの判断を
制御部で行い、自動的にミラー駆動を行ってゴミの除去を行っても構わない。
【００３２】
　また、撮像ユニットを振動させてゴミを払い落とす従来方式と併用し、撮像ユニットを
振動させながら上述したゴミ除去のためのミラー駆動を行うことで、振動と空気流の相乗
効果によりゴミ除去効率がアップする。以下、この場合の動作について説明する。
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【００３３】
　まずシャッタを開いた状態で、光学フィルタ１３ｂに付着したゴミを除去するために光
学フィルタ１３ｂの振動を開始する。次に、ミラーユニット３０を複数来駆動させること
によって、ゴミを空気孔２１ｃから排出させる。ミラーユニット３０の駆動が終了したら
シャッタ１１を閉じ、光学フィルタ１３ｂの振動を停止する。光学フィルタ１３ｂを振動
させることによって付着したゴミを除去し、ミラーユニット３０の駆動によって、除去さ
れたゴミを空気孔２１ｃから排出する。またミラーユニット３０を駆動することによって
光学フィルタ１３ｂの表面に残存しているゴミを除去することもできる。なお、ミラーユ
ニット３０の駆動方向に特に制限はないが、最初にミラーユニット３０を撮影位置に配置
し、そこから観察位置に駆動する動作を行う方が好ましい。
【００３４】
　なお、シャッタを開いた状態で、光学フィルタ１３ｂを駆動させてゴミを除去し、ミラ
ーユニット３０を駆動させる前に、シャッタ１１を閉じて光学フィルタ１３ｂの振動を停
止させても構わない。また、光学フィルタ１３ｂの振動は最初だけ行っても構わない。こ
れらのゴミ除去の動作は、レンズマウント１１に交換レンズ２００あるいはキャップが装
着されているときのみに許容されるようにすることが望ましい。
【００３５】
　さらに、例えば特開２００２－３００４４２号公報（引用文献１）に記載されたような
方法でゴミ検出を行い、その結果に基づいてゴミ除去が必要か否かを判定し、必要と判断
した場合に上記ゴミ除去のためのミラー駆動を行うようにしてもよい。
【００３６】
　なお、空気孔の個数や形状は問わない。また上述した実施形態では、観察位置にあるミ
ラーユニット３０のレンズ側端部よりもレンズ側の部分に空気孔２１ａを設けたが、例え
ば図１１に示すように、空気孔２１ｂをより後方に延長して設けてもよい。さらに図１２
に示すように、空気孔２１ｃをレンズ側に延長してもよい。
【００３７】
　また空気孔は、観察位置にあるミラーユニット３０のレンズ側端部よりも更にレンズ側
の部分を含むという条件を満たせば、ミラーボックス底板２１以外の面に設けてもゴミ排
出効果が期待できる。図１３は、ミラーボックス底板２１の空気孔２１ａに加えて、ミラ
ーボックス両側壁２２に空気孔２２ａをそれぞれ設けた例を示している。ミラーボックス
上板に設けてもよい。
【００３８】
　さらに、ミラーボックス２０に空気孔を設けることに代えて、例えば図１４に示すよう
に、交換レンズ２００の後壁２０１（ミラーユニット３０と対向する面）に空気孔２０１
ａを設けてもよい。この場合は、ミラーユニット３０の跳ね上げによってミラーボックス
２０内の空気（ゴミ）が空気孔２０１ａを通って交換レンズ２００内の空間に排出され、
上述と同様の効果を奏することができる。
【００３９】
　また、上述の実施形態ではミラーユニット３０がカメラ横方向の軸回りに回動する例を
示したが、ミラーユニットがカメラ上下方向の軸回りに回動するカメラにも本発明を同様
に適用できる。
【００４０】
　なお以上では、交換レンズ２００の着脱に連動して蓋部材４２を開閉するようにしたが
、撮影時以外のミラー駆動（ゴミ排出）を考慮しなければ、レリーズボタン１の全押し操
作に伴い、ミラーユニット３０の駆動開始前に蓋部材４１を開位置に移動し、ミラーユニ
ット３０が撮影位置に達した後に蓋部材４１を閉位置に移動するようにしてもよい。これ
は、例えば蓋部材４１を電動駆動する構成とすることで達成可能である。また、レンズ交
換は、通常電源オフ時に行うことに鑑み、カメラへの電源オンに伴って蓋部材を開位置に
移動し、電源オフに伴って蓋部材を閉位置に移動するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【００４１】
【図１】一実施形態における一眼レフデジタルカメラの正面図。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図。
【図３】図２のミラーボックス付近の拡大図。
【図４】交換レンズを取り外した状態を示すミラーボックス付近の拡大図。
【図５】ミラーボックスをカメラ上面から見た概略図。
【図６】ミラーユニットが上昇途中にあるときの空気の流れを説明する図。
【図７】ミラーユニットが撮影位置まで上昇した状態を示す図。
【図８】従来カメラにおける空気の流れを説明する図で、ミラーユニットが観察位置にあ
る状態を示す。
【図９】図８と同様の図で、ミラーユニットが上昇途中にある状態を示す。
【図１０】図８と同様の図で、ミラーユニットが撮影位置にある状態を示す。
【図１１】大型の空気孔を設けた例を示す図。
【図１２】空気孔をミラーボックス底板とレンズマウントの角部に設けた例を示す図。
【図１３】空気孔をミラーボックス側壁に設けた例を示す図。
【図１４】空気孔を交換レンズに設けた例を示す図。
【図１５】カメラの制御ブロック図。
【符号の説明】
【００４２】
　１１　レンズマウント
　１２　シャッタ
　１３　撮像ユニット
　２０　ミラーボックス
　２１　ミラーボックス底板
　２１ａ　空気孔
　２２　ミラーボックス側壁
　３０　ミラーユニット
　４１　蓋部材
　４２　基板
　４３　引張ばね
　５０　下方空間
　６０　ファインダ光学系
　７１　制御回路
　８０　調光ユニット
　２００　交換レンズ
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】
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